
 

  ＲＩＮＴ逆極点とＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌの比較 

 

  ＲＩＮＴ逆極点とＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌの計算結果が異なる 

  結果検証は計算が簡単なバックグランドなしとバックグランド１点で比較 

  バックグランド除去なしは一致するがバックグランド 1 点除去で異なる。 
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概要 

 ＲＩＮＴ逆極点処理は、専用の分割測定結果から逆極点図を計算する。 

   一方、ＣＴＲソフトウエアでは、連続測定データを ProfiletoDivisionPrtofile ソフトウエアで 

   分割データを作成し、ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌソフトウエアで逆極点図を計算している。 

   機能を比較すると、 

  ＲＩＮＴ逆極点では、 

  平滑化 

  シフト補正、強度補正 

  バックグランド除去 

  強度計算（ピーク強度、積分強度） 

  逆極点 

  ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌでは、 

  バックグランド除去 

  規格化 

  強度計算（ピーク強度、積分強度） 

  逆極点 

     （シフト機能は ProfiletoDivisionPrtofile ソフトウエアで実現） 

 

  同一機能を用いて計算比較を行う。 

   

  使用データは、ＲＩＮＴ逆極点ソフトウエア付属データを用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



積分強度、平滑化、バックグランド除去なしで比較 

 

InverseDisplay 

 

 

  

 

 

  一致する。 

 



積分強度、平滑化、バックグランド除去 1 点で比較 

 

InverseAll 

 

｛１１１｝で比較してみる 

    

     

9336-(11+14)/2*131=7698.5   9389-(35+15)/2*131=6114 

   6114/7698.5=0.7941 この結果は InvberseAll と一致する 


